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※平成20年度実績値
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必要な時に適切な医療を受けられているので安
心だと思う人の割合

名称

説明

抽出方法

― ―目標値

達成率

％

― ―

５．評価（平成29年度実績に対する）

評価基準 評価※ 評価理由

投入財源・成果
（「３．構成事業

の状況」「４．まち
づくり指標」）に対

する評価

総合評価
（成果、投入財源等を
総合的に評価）

維持

　休日診療、休日歯科診療、小児平日準夜間診療等、地域の医師会、歯科医師会、二次保健医療圏の市及
び医師会とも協力して診療体制の充実を図った。
　平成29年度の市政世論調査の結果、かかりつけ医を持つ人の割合が65.2%と平成20年度実績値より10.3％
上回った。今後は、かかりつけ医、かかりつけ歯科医に加え、かかりつけ薬局を持つ人の割合も高めていく必
要がある。

平成32年度 平成37年度平成29年度 平成30年度

70.0

― 69.6実績値

※順調「10年後の姿」の達成に向け、「構成事業の状況」や「まちづくり指標」の進捗が順調に推移している
　 維持「10年後の姿」の達成に向け、「構成事業の状況」や「まちづくり指標」の進捗に一部課題がある
   停滞「10年後の姿」の達成に向け、「構成事業の状況」や「まちづくり指標」の進捗が遅れている

市政世論調査（平成29、32、35、38年度実施）

― 60.0 ― 67.0 70.0

平成28年度指標情報

①

名称 かかりつけ医を決めている人の割合 目標値

抽出方法 市政世論調査（平成29、32、35、38年度実施） 達成率

説明 ％ 実績値

108.7%

54.9（※） 65.2

―

724 521歯科医療連携推進事業

総事業費（施策の合計） 144,630 147,032 144,621

４．まちづくり指標

平成29年度決算

0103010134 すべて

0104010205 2 健康推進課 3,194 3,209

0104010203 2 健康推進課 42,215 42,532

0104010104 すべて 健康推進課 3,035 7,153保健衛生一般事務事業

休日急病診療事業 対象

0104010204

施策の方向性
かかりつけ医療機関の定着化を推進します

休日夜間の救急時の医療体制を確保します

２．施策の方向

10年後の姿

主担当部 健康福祉部 主担当課

関係課
地域包括ケア推

進課

担当者 八巻　浩孝 役職 健康福祉部長 内線 160

市民がそれぞれに普段から自分の健康状態を身近に相談できるかかりつけ医療機関を持っています。また、休日・夜間などにも適切な医療サービ
スを受けることができる環境が整備されています。

将来像 2 健幸でともに支え合うまち（「支え合い」の分野）

健康推進課 主担当係 健康推進係

１．基本情報 29 年度）

施策コード 222 施策名 医療体制の整備

評価対象年度

まちづくりの
基本目標

22 健幸で笑顔あふれるまち

３．構成事業の状況 （単位：千円）

事務事業名
実行
計画

0

0103010136 すべて

― 69.8

平成30年度予算

9,787

87,868

0

43,817

0

健康推進課 89,327 87,691昭和病院企業団運営事業

No. 施策の方向性 担当課 平成28年度決算

地域包括ケア推進課 5,141 2,003医療・介護連携推進協議会事業

地域福祉計画策定事業 3,923

3,149

すべて

地域包括ケア推進課 994

小児初期救急平日夜間診療事業 対象

0104010246 すべて 健康推進課



施策評価シート 施策222

　健康状況を把握するために、かかりつけ医・歯科を持つことや
残薬の相談ができるかかりつけ薬局を持つことが求められてい
る。

　医療需要の増加が予想されるため。

　各会と連携を図ることで効果が高まり、施策遂行に有利であ
る。

その他
  小児科の救急診療について、二次保健医療圏で輪
番制で、準夜間の診療を実施している。

休日急病診療事業

  広域での取り組みは費用対効果が高いことから施策の遂行に
役立つ。

　増加する医療需要への対応、質の高い医療提供体制の確保
とともに、地域包括ケアシステムの推進と、病床の機能分化・連
携を含む医療機能の分化・連携やかかりつけ医機能の充実等
の必要性を高める。

　平成27年度より医療・介護連携推進協議会が立ち上がり、平成29年度も本会の下部組織として研修、情報連携、普及啓発の3部会を設置して検
討し、地域リーダー研修会も開催した。

　今回の診療報酬改定でも、「医療の役割分担」として、かかりつけ医の役割分担を強化し、複数の診療所と連携して24時間対応できる体制を整
え、長期間の入院よりも自宅や施設で受ける医療を一層進め、介護と連携して在宅医療や施設での見取りを進めている。普段の患者の健康管理
や服薬状況など日常生活全般を見守り、必要時専門的な医療機関に繋げるかかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬局を持つことを推進し
ていくことに重点が置かれている。今後は、かかりつけ医、かかりつけ歯科医に、かかりつけ薬局を持つ人の割合も高めるためのさらなる普及啓発
が必要である。

　医療と介護の連携を進め、入院から退院後の療養生活が安心して送れるように引き続き、体制を整えていく必要がある。

市民ニーズ
の状況

　市には医療機関が多くあり、かかりつけ医・歯科医を
持つ人の割合も6割以上である。

外部要因 状況 外部要因に対する評価

法・制度改正
の動向

　東京都では医療需要の増加に対応し、患者の症状
や状態に応じた効率的で質の高い医療提供体制を確
保し続けるため、地域医療構想を策定した。また、診
療報酬が改定された。

1.施策遂行に役立つ・有利

3.施策の必要性を高める

民間企業・NPO
・市民の動向

　医師会、歯科医師会、薬剤師会がある。

６．施策を取り巻く環境

※順調「10年後の姿」の達成に向け、「構成事業の状況」や「まちづくり指標」の進捗が順調に推移している
　 維持「10年後の姿」の達成に向け、「構成事業の状況」や「まちづくり指標」の進捗に一部課題がある
   停滞「10年後の姿」の達成に向け、「構成事業の状況」や「まちづくり指標」の進捗が遅れている

７．施策を進める上での課題

平成31年度
以降の取組

　医師会と協力しながら、医療・介護の連携を進める。

関連する
事務事業名

小児初期救急平日夜間診療事業

施策を進める
上での課題

現在の取組
状況

施策を進める
上での課題

①

関連する
事務事業名

医療・介護連携推進協議会事業

②

平成31年度
以降の取組

　引き続き、かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬局を持つことの必要性を普及啓発する。

現在の取組
状況

　健康大学や育児講座、救急講座、地域の健康教育、乳幼児健康診査等でかかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬局を持つことの必要
性や、救急車を呼ぶ前の相談ができる#7119の普及啓発に取り組んでいる。

3.施策の必要性を高める

3.施策の必要性を高める

1.施策遂行に役立つ・有利

1.施策遂行に役立つ・有利

将来人口
の推移

　平成37年には、団塊の世代が75歳以上となる。

評価理由


